
め
」
と
し
て
、
２
月
か
ら
各

行
政
区
で
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
開
い
て
い
ま
す
が
、

「
都
」
構
想
の
根
本
的
欠
陥

は
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

大
阪
市
は
廃
止
さ
れ
、
特

別
区
は
財
源
・
権
限
と
も
に

一
般
市
に
も
及
ば
な
い
半
人

前
の
自
治
体
で
あ
る
上
、
新

庁
舎
建
設
に
よ
る
コ
ス
ト
増

で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
悪
化
は

避
け
ら
れ
な
い
な
ど
、
市
民

に
と
っ
て
「
百
害
あ
っ
て
一

利
な
し
」
で
あ
る
こ
と
は
、

「
都
」
構
想
論
議
を
通
じ
て

明
白
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
」
と

い
っ
て
も
、
特
別
区
の
数
や

区
割
り
、
区
の
名
称
を
変
え

る
程
度
の
こ
と
で
す
。

　

吉
村
市
長
や
松
井
知
事

は
、「
都
」
構
想
を
進
め
る

た
め
の
新
た
な
旗
印
と
し
て

「
副
首
都
」
構
想
を
打
ち
出

し
、
昨
年
末
に
府
市
で
「
副

首
都
推
進
本
部
」
を
発
足
さ

せ
、
こ
と
し
４
月
か
ら
そ
の

―
―
住
民
投
票
か
ら
１
年

が
経
ち
ま
し
た
。

山
中　

住
民
投
票
で
は
「
大

阪
市
の
廃
止
・
分
割
ノ
ー
」

の
判
断
が
明
確
に
示
さ
れ
ま

し
た
。
い
ま
こ
の
審
判
の
意

味
を
き
ち
ん
と
と
ら
え
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

橋
下
前
市
政
の
４
年
間
は

「
大
阪
市
を
な
く
す
、
な
く

さ
な
い
」
に
明
け
暮
れ
、
市

民
の
暮
ら
し
・
福
祉
の
向

上
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

対
策
な
ど
、
基
礎
自
治
体
本

来
の
役
割
を
果
た
す
議
論
が

ま
と
も
に
で
き
ず
、
文
字
通

り
「
失
わ
れ
た
４
年
間
」
で

し
た
。

　

大
阪
市
政
に
求
め
ら
れ
る

の
は
、
住
民
投
票
の
結
果
を

受
け
止
め
、
市
民
の
声
を
聞

く
仕
組
み
を
充
実
さ
せ
つ

つ
、
市
民
の
暮
ら
し
を
応
援

す
る
よ
う
市
政
の
中
身
を
転

換
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
吉
村
市
長
ら
は
昨

年
11
月
の
ダ
ブ
ル
選
を
前

に
、「
都
」
構
想
再
挑
戦
を

掲
げ
ま
し
た
。
吉
村
市
政
の

施
策
に
は
５
歳
児
教
育
費
無

償
化
な
ど
一
部
の
突
出
し
た

く
計
画
で
す
。

　

吉
村
市
長
ら
は
〝「
特
別

区（
都
構
想
）」
か
「
総
合

区
」
か
の
是
非
を
問
う
住
民

投
票
〟
の
実
施
に
も
言
及
し

て
い
ま
す
が
、
こ
ん
な
二
者

事
務
を
担
う
「
副
首
都
推
進

局
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
「
副
首
都
」
と
い
い
ま
す

が
、
そ
も
そ
も
「
首
都
」
自

体
に
法
律
の
定
め
が
あ
り
ま

せ
ん
。
推
進
本
部
で
は
「
副

首
都
」
の
定
義
か
ら
議
論
し

て
い
る
あ
り
さ
ま
で
す
。

「
副
首
都
」
を
つ
く
る
必
要

が
あ
る
の
か
、
仮
に
つ
く
る

な
ら
、
ど
こ
に
つ
く
る
の
か

と
い
っ
た
こ
と
は
国
政
レ
ベ

ル
の
問
題
で
、
基
礎
自
治
体

で
あ
る
大
阪
市
が
重
点
施
策

と
し
て
取
り
組
む
課
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

施
策
を
切
り
捨
て
、
市
民
の

暮
ら
し
・
福
祉
を
破
壊
し
て

き
ま
し
た
。

　

維
新
が
「
都
」
構
想
に
固

執
す
る
の
は
、
そ
れ
が
唯
一

の
存
在
理
由
だ
か
ら
で
す
。

こ
の
ま
ま
「
都
」
構
想
議
論

を
続
け
れ
ば
、
市
政
の
「
失

わ
れ
た
４
年
」
は
「
失
わ
れ

た
８
年
」
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
７
月
の
参
院
選
は
維

新
と
そ
の
政
治
に
、
大
阪
か

ら
き
っ
ぱ
り
審
判
を
下
す
チ

ャ
ン
ス
。
私
た
ち
議
員
団

も
、
市
政
の
転
換
と
住
民
自

治
の
発
展
へ
「
反
維
新
」
の

共
同
を
広
げ
る
と
と
も
に
、

参
院
選
勝
利
の
た
め
に
全
力

を
挙
げ
ま
す
。

―
―「
特
別
区
」か「
総
合

区
」か
の
制
度
論
に
終
始

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。

山
中　

そ
の
通
り
で
す
。

「
都
」
構
想
自
体
、
市
民
が

求
め
た
も
の
で
は
な
く
、
橋

下
氏
や
維
新
の
会
が
市
政
に

持
ち
込
ん
で
き
た
も
の
。
住

民
投
票
の
結
果
を
受
け
止

め
、
そ
う
し
た
「
上
か
ら
目

線
」
の
制
度
い
じ
り
に
終
止

符
を
打
つ
べ
き
で
す
。

　

振
り
返
る
と
、
住
民
投
票

で
は
府
市
合
わ
せ
て
約
31
億

７
千
万
円
も
の
税
金
が
使
わ

れ
ま
し
た
。「
都
」
構
想
の

設
計
図
を
ま
と
め
た
府
市
大

都
市
局
の
職
員
の
人
件
費
23

―
―
吉
村
市
長
ら
は
ダ
ブ

ル
選
で
の
維
新
勝
利
で

「
都
」
構
想
再
挑
戦
は

「
民
意
を
得
た
」
と
言
い

ま
す
が
。

山
中　

ま
っ
た
く
道
理
が
あ

り
ま
せ
ん
。
ダ
ブ
ル
選
の
争

点
は
「
都
」
構
想
だ
け
で
は

な
い
し
、「
都
」
構
想
の
み

を
問
う
た
住
民
投
票
の
結
果

も
の
は
あ
り
ま
す
が
、
橋
下

市
政
時
代
の
「
市
政
改
革
プ

ラ
ン
」
に
よ
る
切
り
捨
て
を

元
に
戻
す
こ
と
な
ど
に
は
、

冷
た
く
背
を
向
け
て
い
ま

す
。

　

一
方
で
カ
ジ
ノ
誘
致
や
な

に
わ
筋
線
建
設
は
じ
め
不
要

・
不
急
の
大
型
開
発
路
線
を

続
け
、
さ
ら
に
橋
下
氏
が
で

き
な
か
っ
た
地
下
鉄
・
市
バ

ス
の
民
営
化
や
大
学
統
合
な

ど
を
強
行
す
る
た
め
、
な
り

ふ
り
か
ま
わ
ぬ
議
案
修
正
や

議
会
と
の
駆
け
引
き
を
行
っ

て
い
る
の
が
、
吉
村
市
政
の

現
状
で
す
。

―
―
お
お
さ
か
維
新
の
会

は
、「
大
阪
で
の
維
新
改

革
を
全
国
に
広
げ
る
」
と

叫
ぶ
と
と
も
に
、
改
憲
な

ど
で
安
倍
政
権
の
補
完
勢

力
ぶ
り
を
あ
ら
わ
に
し
て

い
ま
す
。

山
中　
「
大
阪
で
の
維
新
改

革
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か
が

問
わ
れ
ま
す
。
大
阪
市
政
で

は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に

「
統
治
機
構
改
革（
都
構

想
）」
を
め
ぐ
る
不
毛
な

「
政
争
」
に
明
け
暮
れ
る
一

方
、
敬
老
パ
ス
有
料
化
や
市

バ
ス
路
線
の
削
減
、
国
民
健

康
保
険
料
の
連
続
値
上
げ
や

新
婚
世
帯
へ
の
家
賃
補
助
廃

止
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の

―
―
「
副
首
都
推
進
局
」

は
「
都
」
構
想
の
「
設
計

図
」
の
つ
く
り
直
し
と
と

も
に
、「
総
合
区
」
案
の

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

山
中　
「
総
合
区
」
は
、
公

明
党
が
積
極
的
に
検
討
し
て

い
る
こ
と
を
と
ら
え
て
、
吉

村
市
長
ら
は
「
都
構
想
」
の

対
案
の
よ
う
に
扱
い
、「
副

首
都
推
進
局
」
の
所
管
事
項

と
し
、
５
区
・
８
区
・
11
区

の
３
つ
の
「
総
合
区
」
案
を

つ
く
る
よ
う
指
示
し
ま
し

た
。
こ
と
し
８
月
以
降
に
全

行
政
区
で
住
民
説
明
会
を
開

　

大
阪
市
を
廃
止
し
て
特
別
区
に
分
割
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
大
阪
都
」
構
想
の
是
非
を
問
う
住

民
投
票（
昨
年
５
月
17
日
）か
ら
１
年
が
経
ち
ま

し
た
。
特
別
区
設
置
は
反
対
多
数
で
否
決
さ

れ
、
大
阪
市
の
存
続
が
決
定
。
と
こ
ろ
が
昨
年

11
月
の
ダ
ブ
ル
選
で
当
選
し
た
維
新
の
松
井
一

郎
知
事
、
吉
村
洋
文
大
阪
市
長
は
「
副
首
都
」

構
想
の
名
で
「
大
阪
都
」
構
想
の
復
活
を
狙
う

と
同
時
に
、「
総
合
区
」（
注
）の
検
討
も
進
め
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
動
き
を
ど
う
見
る
の
か
、

日
本
共
産
党
大
阪
市
議
団
の
山
中
智
子
幹
事
長

に
聞
き
ま
し
た
。

昨
年
５
月
の
住
民
投
票
で
は

「
大
阪
市
な
く
す
な
」「
維
新

政
治
ノ
ー
」の
歴
史
的
な
府

民
・
市
民
共
同
が
広
が
り
、

「
都
」構
想
否
決
の
審
判
が
下

り
ま
し
た
。（
写
真
は
15
年

５
月
10
日
に
大
阪
市
北
区
・

扇
町
公
園
で
開
か
れ
た
市
民

集
会
）

２
６
０
０
万
円
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。

　

い
ま
の
「
副
首
都
推
進

局
」
は
府
市
の
職
員
各
30
人

の
体
制
で
、
今
年
度
予
算
は

約
７
億
円
。
不
毛
な
「
都
」

構
想
議
論
で
税
金
を
浪
費
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

住
民
投
票
後
、
市
民
の
間

で
は
大
阪
市
の
歴
史
を
学

び
、
将
来
を
考
え
る
取
り
組

み
や
共
同
の
動
き
が
続
い
て

い
ま
す
。
私
も
で
き
る
だ
け

参
加
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
に
は
な
い
市
民
参
加
の

土
壌
が
生
ま
れ
て
い
る
の
を

実
感
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
環
境
も
踏
ま

え
、
現
在
の
区
政
会
議
や
地

域
活
動
協
議
会
、
町
会
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方

や
、活
動
拠
点
の
提
供
、人
材

配
置
な
ど
に
つ
い
て
市
民
的

な
議
論
を
積
み
重
ね
る
こ
と

が
、
真
の
住
民
自
治
と
都
市

内
分
権
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

総
合
区　

２
０
１
４
年
の
地

方
自
治
法
改
正（
こ
と
し
４

月
施
行
）に
伴
い
、
政
令
市

が
現
在
の
行
政
区
に
代
え
て

新
た
に
設
置
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
も
の
。
行
政
区
長
が

一
般
職
な
の
に
対
し
、
総
合

区
長
は
市
議
会
の
同
意
を
得

て
選
ば
れ
る
特
別
職
に
格
上

げ
し
、
総
合
区
内
の
ま
ち
づ

く
り
の
権
限
や
人
事
権
な
ど

を
持
ち
ま
す
。

が
す
べ
て
で
す
。
橋
下
氏
や

維
新
の
会
自
身
が
住
民
投
票

当
時
、「
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン

ス
」「
二
度
と
や
ら
な
い
」
と

叫
ん
で
い
た
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

維
新
の
会
は
「
都
構
想
の

設
計
図
を
つ
く
り
直
す
た

億
５
千
万
円
、
住
民
投
票
経

費
６
億
３
千
万
円
、
住
民
説

明
会
資
料
作
製
１
億
５
千
万

円
な
ど
で
す
。
法
定
協
議
会

の
議
論
が
行
き
詰
ま
る
中
で

橋
下
氏
が
仕
掛
け
た
出
直
し

市
長
選（
14
年
）に
は
、
５
億

択
一
を
迫
る
こ
と
は
ナ
ン
セ

ン
ス
で
す
。
大
阪
市
廃
止
が

前
提
の
「
特
別
区
」
は
自
治

体
で
す
が
、「
総
合
区
」は
大

阪
市
の
中
で
区
の
権
限
を
拡

充
す
る
一
つ
の
手
段
で
す
。

　

橋
下
氏
は
か
つ
て
、「
総

合
区
は
お
金
が
か
か
り
す
ぎ

る
」
な
ど
と
「
特
別
区
」
の

優
位
性
を
主
張
し
、
松
井
知

事
は
「（
住
民
投
票
で
）仮
に

総
合
区
が
勝
っ
て
も
通
過
点

で
あ
り
、
都
構
想
を
目
指

す
」
と
公
言
し
て
い
ま
す
。

「
総
合
区
」
議
論
を
「
都
」

構
想
復
活
の
道
具
に
す
る
の

が
、維
新
の
会
の
狙
い
で
す
。

「
大
阪
都
」構
想 

住
民
投
票
か
ら
１
年

日
本
共
産
党

大
阪
市
議
団 
山
中
幹
事
長
に
聞
く

「
ノ
ー
」の
判
断
が
明
確
に

根
本
的
欠
陥
変
わ
ら
な
い

「
総
合
区
」議
論
を
道
具
に

維
新
に
参
院
選
で
審
判
を

制
度
い
じ
り
に
終
止
符
を

上からの制度論ではなく
真の自治へ市民的議論を

山中智子幹事長

shikai
テキストボックス
(2016年5月29日付大阪民主新報)


